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代
表
理
事
会
長
理
事
　
　
大
谷
　
　
学

　
副
会
長
理
事
　
　
　
　
　
吉
本
　
輝
芳

　
代
表
理
事
専
務
理
事
　
　
浅
田
　
晋
一

　
石
川
県
生
協
連
は
、
長
谷
川
前
会
長

を
は
じ
め
、
先
人
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
り
、
58
回
目
の
総
会
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
か

ら
託
さ
れ
た
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ

う
に
微
力
で
す
が
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の
分
断
や
格
差
が

広
が
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
今
日
も
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
会

員
生
協
間
の
つ
な
が
り
を
育
み
、
組
合

員
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

が
、
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
会
員
生
協
の
皆
様
と
一
緒
に
歩

ん
で
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
第
58
回
通
常
総
会
は
４
年
ぶ
り
に
代
議

員
の
実
出
席
を
基
本
と
し
た
通
常
の
総
会

運
営
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
浅
田
晋
一
専
務
理
事
よ
り
第
１
号
議
案

か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
提
案
さ
れ
、
全
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
議

で
は
５
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、

議
案
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
、

長
年
、
生
協
連
の
会
長
理
事
と
し
て
ご
尽

力
頂
い
た
長
谷
川
　
史
氏
、
理
事
の
檜
原

弘
樹
氏
、
監
事
の
吉
本
輝
芳
氏
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
吉
本
輝
芳
氏
、
中
川

敦
士
氏
が
理
事
に
、
濱
上
康
弘
氏
が
監
事

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
来
賓
と
し
て
石
川
県
生
活
環
境
部
生
活
安
全
課
長 

嵐
登
志
男
氏
、
石
川
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
専
務
理
事 

渡
邊
雅
人
氏
、
日
本
生
協
連
関
西
地
連
事
務
局
長 

村
上
毅

氏
の
３
名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
総
会
の
盛
会
を
祝
し

ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
第
１
回
理
事
会
で
次
の
通
り
代
表
理
事
及
び
役

員
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

採決の様子

総会の開催にあたり挨拶する長谷川会長理事

●
開
催
日
時
　2
0
2
3
年
6
月
19
日（
月
）
　13
時
30
分
〜
14
時
45
分

●
開
催
場
所
　石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
本
館
　第
7
研
修
室

●
代
議
員
出
席
　代
議
員
定
数
32
名
、出
席
代
議
員
数
31
名
（
実
出
席
17
名
、書
面
議
決
14
名
）

石
川
県
生
協
連

通
常
総
会

第
58
回

氏　　名：大谷　学
入 協 年：1984年
所属生協：生活協同組合
　　　　　コープいしかわ
趣　　味：読書、街歩き
血 液 型：Ｂ型

新
会
長
理
事
紹
介



会
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115
名
の
総
代
中
、本
人
出
席
5
名
、委
任

出
席
0
名
、書
面
議
決
に
よ
る
出
席
は
79

名
に
て
成
立
し
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
に
よ

る
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
ほ
ぼ
な
く
、昨

年
度
ま
で
は
テ
ー
ブ
ル
に
飛
沫
感
染
防
止

用
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
て
の
実
施
で

し
た
が
、今
年
は
外
し
た
形
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。た
だ
基
本
的
に
は
書
面
議
決

に
よ
る
出
席
を
今
年
も
主
と
し
て
お
り
、

混
乱
も
な
く
す
み
や
か
に
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
の
総
代
会
は
石
川
高
専
生
協
の

「
中
期
計
画
の
策
定
」が
主
な
議
案
と
な
り

ま
し
た
。自
生
協
の
3
年
〜
5
年
間
で
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
提
示
さ
せ
て
頂
い
た

議
案
内
容
と
な
り
、無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
今
後
は
こ
の
中
期
計
画
を
柱
と
し
、生

協
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
石
川
高
専
生
協
　
谷
口
　
修
）

　
今
年
度
は
、4
年
ぶ
り
に
書
面
議
決
書

中
心
の
方
式
で
は
な
く
、従
来
の
形
式
で
開

催
し
、当
日
は
会
場
に
42
名
の
総
代
の
方
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、総
代

会
に
合
わ
せ
て
総
代
試
食
会
も
行
わ
れ
、5

月
か
ら
自
然
研
食
堂
で
提
供
開
始
と
な
っ

た
無
人
調
理
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
パ
ス
タ
も
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
際
し
て
は
、来
賓
と
し
て
金
沢
大

学
教
育
担
当
理
事
の
森
本
先
生
か
ら
ご
挨

拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。そ
の
後
、下
川
理
事

長
の
挨
拶
、理
事
会
か
ら
の
議
案
提
案
が
行

わ
れ
ま
し
た
。提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
、総
代
4
名
の
方
か
ら
発
言
が
あ
り
、理

事
会
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
、議
案
に
対
す
る
採
決
が
行
わ

れ
、ま
た
役
員
選
挙
立
候
補
者（
理
事
26

名
、監
事
5
名
）の
無
投
票
当
選
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
は
以
下
の
６
つ
の
方
針

の
も
と
、活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
食
堂
・
喫
茶
、購
買
等
の
利
用
環
境
や

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、向
上
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

②
学
生
組
合
員
の
生
活
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

③
経
営
構
造
を
強
化
し
ま
す
。

④
生
協
・
共
済
加
入
の
促
進
と
組
合
員
参

加
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑤
大
学
と
の
関
係
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑥
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
。

（
金
沢
大
学
生
協
　
井
上
美
紗
子
）

　
代
議
員
総
数
191
会
員
191
名
。本
人
出
席

18
名
、書
面
に
よ
る
170
名
、計
188
名
。

　
会
員
規
約
一
部
変
更
、役
員
選
任
な
ど
、

全
5
議
案
が
可
決
さ
れ
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。 

　
発
言
通
告
に
基
づ
く
代
議
員
か
ら
の
発

言
は
4
件
、オ
ン
ラ
イ
ン
傍
聴
者
か
ら
の
発

言
は
5
件
、合
計
9
件
の
発
言
が
あ
り
、議

案
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度 

代
表
理
事
及
び
役
員
体
制

理
事
長
・
代
表
理
事

　
井
内
　
善
臣（
兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授
）

専
務
理
事
・
代
表
理
事

　
樽
井
美
樹
子（
員
外
）

常
務
理
事

　
野
尻
　
郁
智（
関
西
北
陸
地
区
業
務
統
括
）

他
7
名
　（
以
下
略
）

（
大
学
生
協
事
業
連
合
　
長
島
　
安
永
）

理
事
長
に
よ
る
議
案
提
案
の
様
子

会
員
生
協
総（
代
）会

特
集

県
内
会
員
生
協
の
総（
代
）会
が
５
月
、６
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
運
営
を
通
常
に
戻
し
て
開
催
し
た
生
協
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　 

＊
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協
総
代
会
は
7
月
28
日
開
催

2
0
2
3
年
5
月
23
日（
火
）

石
川
高
専
生
協
食
堂
ホ
ー
ル

第
21
回
総
代
会

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
生
協

2
0
2
3
年
5
月
27
日（
土
）

大
学
生
協
杉
並
会
館
地
階
会
議
室

第
5
回
通
常
総
会

大
学
生
協
事
業
連
合

2
0
2
3
年
5
月
25
日（
木
）

角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
北
福
利
食
堂

2
0
2
3
年
総
代
会

金
沢
大
学
生
協
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書
面
議
決
を
含
む
362
名
が
出
席
し
全
議

案
の
可
決
承
認
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
降
、総
代
と
役
職

員
の
安
全
を
最
優
先
と
し
大
幅
に
規
模
を

縮
小
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、今
年

度
は
４
年
ぶ
り
に
総
代
に
対
し
前
向
き
な

会
場
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。会
場
参

加
を
し
た
総
代
か
ら
は
、「
多
く
の
人
が
生

協
の
活
動
を
良
く
し
た
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
」や「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
薄
れ
て
い

た
生
協
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
安
心

し
た
」「
議
案
の
提
案
も
丁
寧
で
分
か
り
や

す
く
し
っ
か
り
と
頭
に
入
っ
て
き
た
」な
ど

の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら

も
組
合
員
の

声
を
出
発
点

に
一
人
ひ
と

り
の
意
見
が

大
切
に
さ
れ

る
総
代
会
を

す
す
め
て
い

き
ま
す
。（

コ
ー
プ
い
し
か
わ
　
東
野
　
良
晴
）

　
今
年
も
規
模

を
縮
小
し
て
の

開
催
と
な
り
ま

し
た
。総
代
は

100
名
中
99
名

（
本
人
出
席
28

名
、書
面
議
決

71
名
）で
し
た
。

第
1
号
議
案
か

ら
第
4
号
議
案

が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
の
議
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
各
支

部
か
ら
は
、
1
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
工

夫
し
た
取
り
組
み
、
訪
問
活
動
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
組
合
員
の
声
を
直
接
聞
く
取

り
組
み
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、つ

な
が
る
恒
例
企
画
を
継
続
し
な
が
ら
、２

０
２
３
年
度
は
も
っ
と
思
い
き
っ
た
活
動
に

取
り
組
み
た
い
な
ど
の
発
言
も
あ
り
ま
し

た
。最
後
に
、ア
ピ
ー
ル「
軍
拡
・
増
税
で
は

な
く
平
和
外
交
を
。保
険
証
の
廃
止
は
中

止
を
」を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　（
金
沢
医
療
生
協

専
務
理
事
　
柴
原 

ひ
ろ
み
）

　
昨
年
と
違
い

会
場
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の

た
め
の
規
制
を

緩
め
、検
温
は

お
こ
な
わ
ず
、

ま
た
、マ
ス
ク

着
用
に
つ
い
て

は
個
人
の
判
断

と
し
ま
し
た
。

開
催
時
間
も
短

縮
し
な
い
通
常
ど
お
り
の
議
事
運
営
と
し
、

総
代
定
数
127
名
中
、95
名
の
出
席（
実
出
席

36
名
、書
面
議
決
59
名
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
細
野
理
事
長
の
挨
拶

の
後
、
中
多
専
務
理
事
よ
り
第
1
号
議
案

か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
提
案
し
、
全
議
案

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
理

事
長
の
細
野
祐
治
氏
が
退
任
し
、
新
た
に

船
塚
俊
克
氏
が
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。（

学
校
生
協
　
専
務
理
事
　
中
多
　
晃
）

　
今
年
度
の
通
常
総
会
は
4
年
ぶ
り
の
実

開
催
と
な
り
、
代
議
員
定
数
35
名
に
対
し
35

名
（
実
出
席
35
名
）
の
代
議
員
の
出
席
で
行

い
ま
し
た
。
大
谷
学
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

農
林
水
産
省
　

北
陸
農
政
局
局
長
　

川
合

規
史
様
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
関

西
地
連
事
務
局
長
　

村
上
毅
様
よ
り
、
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
1
号
議
案
か

ら
第
5
号
議
案
ま

で
を
提
案
し
全
議

案
可
決
決
定
し
ま

し
た
。

　
総
会
終
了
後
の

第
1
回
理
事
会
に

お
い
て
、
代
表
理

事
2
名
の
選
定
と

役
付
理
事
を
互
選

し
ま
し
た
。

　
代
表
理
事
な
ら

び
に
役
員
体
制
は

以
下
の
通
り
で
す
。

（
非
常
勤
）
代
表
理
事
理
事
長
　

大
谷
　
　
学

（
非
常
勤
）
副
理
事
長
　
　

小
泉
　
謙
二

（
非
常
勤
）
副
理
事
長
　
　

松
宮
　
幹
雄

（
常
勤
）
代
表
理
事
専
務
理
事
　

中
川
　
敦
士

（
常
勤
）
常
務
理
事
　
　
　

堀
口
　
亮
一

（
コ
ー
プ
北
陸
　
森
田
　
満
）

採決の様子

2
0
2
3
年
6
月
18
日（
日
）

石
川
県
青
少
年
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

第
32
回
通
常
総
代
会

金
沢
医
療
生
協

2
0
2
3
年
6
月
20
日（
火
）

金
沢
市
も
の
づ
く
り
会
館

第
75
回
通
常
総
代
会

石
川
県
学
校
生
協

2
0
2
3
年
6
月
23
日（
金
）

ホ
テ
ル
金
沢

第
27
回
通
常
総
会

コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合

2
0
2
3
年
6
月
14
日（
水
）

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

第
24
回
通
常
総
代
会

コ
ー
プ
い
し
か
わ
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◆
令
和
５
年
奥
能
登
地
震
の
経
過

　
今
年
5
月
5
日
、
珠
洲
市
を
6
強
の
地

震
が
襲
っ
た
。
超
高
齢
社
会
を
襲
っ
た
今

回
の
自
然
災
害
は
、
他
人
ご
と
に
で
き
な

い
課
題
を
私
た
ち
に
突
き
付
け
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
住
宅
被
害
が
大
き
か
っ
た
同

市
正
院
町
に
は
635
世
帯
1413
人
が
居
住
し
て

い
る
。
高
齢
化
率
は
50
％
を
超
え
、
全
世

帯
の
4
分
の
1
強
が
高
齢
単
身
世
帯
で
あ

る
。
今
回
の
地
震
に
よ
る
建
物
被
害
は
全

壊
36
棟
、
半
壊
256
棟
、
準
半
壊
・
一
部
損

壊
1096
棟
に
及
ぶ
（
6
月
26
日
時
点
）。
罹

災
申
請
が
ま
だ
の
世
帯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
害
実
数
は
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
も

の
の
、
気
に
な
る
の
は
4
分
の
3
を
占
め

る
準
半
壊
・
一
部
損
壊
世
帯
が
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
に
よ
る
支
給
金
給
付
の
対

象
外
で
あ
り
、
国
か
ら
の
支
援
が
な
い
と

い
う
重
い
現
実
だ
。
こ
う
し
た
事
態
を
受

け
、
珠
洲
市
は
準
半
壊
世
帯
に
25
万
円
、

一
部
損
壊
世
帯
に
10
万
円
を
給
付
す
る
独

自
支
援
策
を
打
ち
出
し
た
。
住
宅
再
建
に

は
お
世
辞
に
も
十
分
と
い
え
な
い
額
だ
が
、

給
付
対
象
外
の
住
民
に
寄
り
添
っ
た
珠
洲

市
の
独
自
支
援
は
評
価
し
て
よ
い
。

　
住
民
は
数
年
に
わ
た
り
度
重
な
る
揺
れ

の
不
安
の
中
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
令

和
3
年
に
70
回
、
令
和
4
年
に
195
回
。
特

に
令
和
4
年
6
月
に
は
、
正
院
町
で
震
度

6
弱
を
観
測
。
73
棟
の
住
宅
が
一
部
損
壊

の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

住
民
個
々
の
地
震
対
策
は
進
ん
で
い
る
と

思
い
き
や
、
家
が
大
き
く
改
修
コ
ス
ト
が

膨
ら
む
こ
と
や
後
継
ぎ
の
い
な
い
家
屋
に

費
用
を
か
け
る
こ
と
へ
の
消
極
性
と
い
っ

た
理
由
に
加
え
「
6
弱
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
以
上
大
き
な
地
震
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
、
災
害
対
策

は
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
現
実
が
あ
る
。

 
◆
災
害
で
命
を
救
う
日
頃
か
ら
の
備
え

　
今
回
の
地
震
は
い
く
つ
か
の
教
訓
を
私

た
ち
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
紙
面
の
都
合

上
こ
こ
で
は
２
点
述
べ
て
お
き
た
い
。
　

　
１
つ
目
は
揺
れ
へ
の
備
え
で
あ
る
。

　
河
川
氾
濫
の
場
合
は
前
も
っ
て
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
安
全
な
場
所
に
避
難
す
れ

ば
命
は
助
か
る
。
し
か
し
、
地
震
の
場
合

時
間
的
猶
予
は
な
い
。
ド
ン
！
と
き
て
か

ら
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
き
な
揺
れ

に
見
舞
わ
れ
れ
ば
、
日
頃
か
ら
心
構
え
を

し
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
身
動
き

が
取
れ
な
い
。
と
な
れ
ば
、
大
切
な
こ
と

は
、
揺
れ
で
ケ
ガ
を
し
な
い
対
策
だ
。
家

具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
を
防
ぐ
対

策
は
、
面
倒
だ
か
ら
と
つ
い
後
回
し
に
し

が
ち
だ
が
、
ケ
ガ
を
し
た
り
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
大
切
な
手
立
て
だ
。

自
分
で
や
ら
な
い
限
り
、
誰
も
や
っ
て
く

れ
な
い
。
よ
り
大
切
な
の
は
住
宅
の
耐
震

補
強
の
確
認
と
必
要
に
応
じ
た
改
修
工
事

だ
。
い
く
ら
家
具
を
固
定
し
て
も
、
住
宅

が
損
壊
し
て
は
意
味
が
な
い
し
、
損
壊
の

程
度
が
小
さ
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
生
活
再

建
も
早
い
。
地
震
保
険
も
大
切
な
備
え

だ
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
よ
る
支

援
が
限
定
的
な
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お

令
和
5
年 

奥
能
登
地
震

令
和
5
年 

奥
能
登
地
震

令
和
５
年
５
月
５
日（
金
）、午
後
２
時
４２
分
、能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震

が
発
生
し
、珠
洲
市
で
震
度
６
強
を
記
録
し
ま
し
た
。珠
洲
市
で
は
昨
年
６
月
に
も
震

度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、地
域
防
災
・
減
災
が
ご
専
門
の
北
陸
学
院
大
学
教
授
　
田
中
純
一
氏
に
、
奥

能
登
地
震
の
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
、
災
害
で
命
を
救
う
日
頃
か
ら

の
備
え
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
中
教
授
は
、
災
害
時
、
現
地
を
訪
問
さ
れ
住
民
の
声
を
聴
き
、
被
災
地
に
寄
り

添
っ
た
支
援
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
進
め
る
生
協
に
も
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

北陸学院大学教授
田中  純一 氏

県外の小学校から寄せられた温かいメッセージ
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り
だ
。
公
的
支
援
の
み
に
頼
っ
て
い
て
は

住
宅
再
建
は
進
ま
な
い
。

　
２
つ
目
は
避
難
し
た
く
て
も
自
力
で
困

難
な
住
民
の
支
援
で
あ
る
。

　珠
洲
市
で
は
、
避
難
所
ま
で
の
距
離
が

遠
い
た
め
、自
力
で
避
難
す
る
こ
と
を
諦

め
た
住
民
が
い
た
。徒
歩
し
か
避
難
手
段

を
持
た
な
い
住
民
の
安
全
を
い
か
に
確
保

す
る
か
。避
難
の
支
援
や
自
宅
近
く
に
一

時
的
に
避
難
で
き
る
場
所
を
確
保
す
る
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
考
え
る
機
会
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
。こ
の
問
題
は
、珠
洲
市
に

限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、ど
の
地
域
に
も
顕

在
化
し
て
い
る
問
題
で
は
な
い
か
。

　余
震
が
続
く
中
、
珠
洲
市
で
は
損
壊
し

た
我
が
家
で
生
活
を
続
け
て
い
る
住
民
が

い
る
。「
家
が
心
配
で
離
れ
た
く
な
い
」

「
こ
こ
以
外
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
」
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
事
情
が
あ
る
。
住
み
慣
れ

た
わ
が
家
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
の
は
当

然
の
こ
と
だ
。
い
っ
ぽ
う
、
大
き
な
揺
れ

は
明
日
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
の
関
係
づ
く
り

は
待
っ
た
な
し
だ
。
度
重
な
る
揺
れ
を

被
っ
て
き
た
建
物
の
中
に
は
、
小
さ
な
揺

れ
で
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
建
物
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
受

け
て
ほ
し
い
。
行
政
に
は
改
修
工
事
の
補

助
率
を
上
げ
る
な
ど
、
耐
震
改
修
を
促
す

策
を
推
し
進
め
「
こ
こ
で
暮
ら
し
続
け
た

い
」
と
い
う
住
民
の
希
望
に
寄
り
添
っ
た

手
厚
い
支
援
を
推
し
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

「
衣
類
ロ
ス
を
考
え
る
」

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

コ
ー
プ
い
し
か
わ

　三
宅

　知
江

　片
付
け
な
ど
の
依
頼
を
さ
れ
た
珠
洲
市

正
院
町
の
お
宅
で
は
家
具
や
生
活
用
品
な

ど
で
廃
棄
す
る
も
の
を
確
認
し
な
が
ら
家

の
中
か
ら
運
び
出
す
作
業
を
し
ま
し
た
。

家
の
中
は
大
き
な
柱
が
傾
き
、
サ
ッ
シ
の

窓
が
全
て
外
れ
て
割
れ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

が
張
っ
て
あ
る
状
態
で
し
た
。
依
頼
さ
れ

た
方
は
「
以
前
の
大
き
な
地
震
の
時
に
も

被
害
が
出
て
、
そ
の
時
に
思
い
切
っ
て
大

き
な
費
用
を
掛
け
基
礎
か
ら
補
強
を
し

て
、
も
う
一
生
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い

か
分
か
ら
な
い
」
と
落
胆
の
ご
様
子
で
し

た
。
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
な
中
で

「
コ
ー
プ
い
し
か
わ
の
皆
さ
ん
は
本
当
に

親
切
で
す
ご
い
ね
」
と
何
度
も
お
っ
し
ゃ

っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
私
た
ち
を
気
遣

っ
て
い
た
だ
き
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　今
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
募
金
な
ど

で
き
る
形
で
被
災
地
の
支
援
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

 

能
登
地
震
の
訪
問
活
動
に
つ
い
て

石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協

　赤
松

　智
代

　石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

く
復
興
が
な
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
は
、
能
登
地
震

で
住
宅
被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
さ

ま
を
訪
問
し
、
被
害
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
役
職
員
が
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

珠
洲
市
の
組
合
員
の
方
々
の
お
宅
は
、
一

見
被
害
が
大
き
く
な
さ
そ
う
で
も
中
に
入

る
と
家
中
の
壁
に
ひ
び
割
れ
や
隙
間
が
生

じ
て
お
り
、
大
地
震
の
衝
撃
が
伝
わ
り
ま

し
た
。

　自
宅
の
修
理
の
手
配
や
今
後
の
生
活
の

不
安
が
大
き
い
中
、
皆
さ
ん
が
自
分
の
こ

と
よ
り
被
害
が
大
き
か
っ
た
方
の
心
配
を

さ
れ
て
お
り
、
共
助
意
識
の
高
さ
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　日
本
各
地
で
相
次
ぐ
地
震
や
自
然
災
害

に
対
し
、
最
適
な
保
障
の
提
案
と
と
も
に
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
に
寄
り
添
い
、

丁
寧
な
対
応
で
生
活
再
建
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
生
協
で
は
能
登
地
震
の
支
援
と
し
て
義
援
金
の
取
り
組
み
や
被
災
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協
で
は
被
災
地
で
の

訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

5月27日（土）と6月10日（土）の2日間、
コープいしかわ役職員のべ24名が参加
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　「枯れ木の賑わい的な」広報委員としては生協連だよりの編集後記は荷が重い。身近なテーマにさせて頂いた。地域のミニコミ誌を通じて金大写真部学生と協力関係にある。最近は原稿がメールで写真はグーグルにアップロードとなる。学生は本を読まないと言われるがオンラインの文字情報は洪水のごとく日々受けている。ミニコミ誌に、これを危惧しているアンデシュ・ハンセン「スマホ脳」を「学生に薦めたい本」として推薦した。スマホの弊害対策は「毎日の軽い運動」とある、学生に広めたいと思う。

生協連だより広報委員　金大生協　横川　勝巳

　読書感想文？ 「若いころ
は読書が趣味です、と恥ず
かしくもなく言って、登下
校のバスの中や、時間待
ちの間に活字を読み漁っ
ていた。」と家族に話したら
「えっ、本当」と息子たち。
　近頃は活字1行で目がしょぼしょぼになり、そのあと
は意識不明の重体。これも我が家の息子たちの反応。
それでも以前に読んだものでもいいと寄稿依頼。（本
棚にはそれなりにある書物の内容は記憶のかなた。）
　直近でと言っても昨年、一気に読んだ、斉加尚代さ
んの「何が記者を殺すのか」講演も聞いて深く納得し
た一冊があります。
　沖縄の基地の問題や教科書問題、ネット上のバッ
シング、差別問題に正面から取り組んだドキュメンタ
リー番組の舞台裏が明かされています。番組の表面
だけでは伝わり切れない奮戦記です。真実を伝えな
い、日本のマスコミ、ジャーナリズムの中にあって可能
性をあきらめず苦闘し、偏ることなく真実を追い求め
る奮戦記は心強く胸を打つものでした。
　権力を持つものがこのように世論操作をし、事実を
捻じ曲げ隠ぺいするのかと唸った映画「新聞記者」。
一人一人が自分のメディアと拡声器を持つネット社会
の中で誹謗中傷が真実のようになっていく恐ろしさ、
洪水のように流れる報道の何が真実で偽りか見極め
る国民の目と、耳、後悔のない判断が求められている
ことを強く感じました。

金沢医療生活協同組合　理事長　近松美喜子

『何が記者を殺すのか』
斉加  尚代 著

県生協連活動日誌
●　4月　5日　第5回三役会▶Web会議
●　4月　5日　関西地連 第５回運営委員会▶Web会議
●　4月　6日　いしかわフードバンク・ネット運営委員会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川
●　4月　7日　反核・平和おりづる市民のつどい第1回実行委員会
　　　　　　 ▶Web会議
●　4月11日　石川県消費者大会第1回実行委員会▶Web会議
●　4月18日　消費者支援ネットワークいしかわ第1回理事会
　　　　　　 ▶金沢市青少年交流センター
●　4月19日　協同組合学習交流会第1回準備会▶石川県農業会館
●　4月25日　いしかわフードバンク・ネット第1回理事会
　　　　　　 ▶石川県社会福祉協議会
●　4月26日　第3回監事会▶古府センター会議室
●　4月28日　役員推薦委員会▶生協連事務所

●　5月　1日　石川県統一メーデー▶いしかわ四高記念公園
●　5月　9日　労福協第1回理事会▶フレンドパーク石川
●　5月10日　消費者月間行事パネル展示▶石川県庁19階展望ロビー
●　5月10日　第6回理事会▶石川県地場産業振興センター
●　5月12日　東海北陸生協県連協議会（愛知・欠席）
●　5月18日　非常用通信機器（MCA無線）訓練
●　5月19日　第1回広報委員会▶Web会議
●　5月19日　石川県防災総合訓練第1回打合せ会議▶Web会議
●　5月20日　第10回消費者支援ネットワークいしかわ総会
　　　　　　 ▶石川県女性センター
●　5月21日　第11回はだしのゲンをひろめる会総会
　　　　　　 ▶金沢市近江町交流プラザ
●　5月22日　第5回いしかわフードバンク・ネット総会
　　　　　　 ▶金沢市松ヶ枝福祉会館
●　5月24日　第１回企画運営委員会▶Web会議

●　6月　2日　石川県農業活性化協議会▶石川県農業会館
●　6月　7日　第6回三役会▶生協連事務所
●　6月　8日　いしかわフードバンク・ネット運営委員会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川
●　6月15日　第2回協同組合学習交流会準備会▶石川県水産会館
●　6月16日　日本生協連第73回通常総会
　　　　　　 ▶東京　品川プリンスホテル
●　6月19日　生協連第58回通常総会、第1回理事会、第1回監事会
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター
●　6月20日　消費者支援ネットワークいしかわ第2回理事会
　　　　　　 ▶金沢市青少年交流センター
●　6月23日　労福協創立60周年記念式典、第62回通常総会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川
●　6月26日　北陸ろうきん第22回通常総会▶石川県立音楽堂
●　6月27日　第2回企画運営委員会▶Web会議
●　6月28日　第2回反核平和おりづる市民のつどい実行委員会
　　　　　　 ▶Web会議
●　6月29日　いしかわ環境パートナーシップ県民会議第65回総会
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター

●　7月　3日　いしかわ食育推進会議▶石川県庁会議室
●　7月　5日　第2回理事会▶Web会議
●　7月11日　石川県消費者大会第2回実行委員会▶Web会議
●　7月11日　石川県食肉公正取引協議会総会
　　　　　　 ▶ANAホリデイ・イン金沢スカイ
●　7月12日　生協連役員歓送迎会▶よし久
●　7月19日　第3回反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会
　　　　　　 ▶石川県庁19階展望ロビー
●　7月27日　関西地連運営委員会、県連活動推進会議▶Web会議
●　7月27日　石川県防災総合訓練第2回打ち合わせ会議
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター
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